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新潟地震を予察して

Iまえがき･

I.1.新潟地麗勃発

昭和39年6月16目13時2分裏目本にはまれな大地震

カ茎新潟市をほじめ新潟･山形･秋田3県にわたる

日本海沿岸地帯を強襲というニュｰスは梅雨前のな

んと狂くおもくるしい気分におちv･っておりしかも昼

休みでくつろいでいたわたくしたちに大きな衝動を与

えずにはおか泣かった.新潟市街の被害状況はラジ

オにテレビに新聞に刻々報道され気象庁から即

日この大地震を新潟地震と命名すると発表され

た.新潟地震による災害は新潟･山形･秋田3県に

及んでいるが新潟地震と名づけられた理由は新潟市

においてその弾害カミもっとも大きかったことによるも

のと思われる.新潟市街をはじめ各地における建造

物の倒壊道路1橋梁の破損港湾施設の破壊田面の

沈降･隆起住宅地への浸水等々の悲報カミ矢つぎ1まや

にわたくしたちの耳や目にとびこんできたがわたく

したちの気持ちをもっともおもくるしいものにしたの

は新潟市街の北東隅信濃川河口右岸にある昭和石油

会社の石油タ1■ク炎上の大黒煙とその付近の住宅街へ

重油を浮かばせた濁水が浸入したことでその状景は

テレビニュｰスなどで生々しく報道されまだわたくし

たちの眼底にはっきりと焼きつけられている.また

鶴岡市における幼稚園の建物カミ倒壊していたいけ桂多

数の園児が死傷したといラ悲報もわたくしたちは忘れ

ることカミてきたい.

しかしなカミらこのような暗い面が多いなかでわた

くしたちの気持ちをほっとさせたものは大地震にはっ

きものといわれている火災が上に述べた石油タンクの

炎上とタンクから流れでた重油に引火してその付近

の住宅が多数類焼したことを除けば被災地域全域にわ

たってほとんどまったくおこらなことと死傷者が意

外と少数にとどまったことである.

I.2.地盤変動調査研究活動の開始

新潟地震はさきに述べたように新潟市をはじめ

新潟･山形･秋田3県の日本海沿岸地域の随所に多大

の災害を与えたカミ当然のことながら地割れ地盤の

陥没と隆起山崩れ崖崩れなどの地盤の変動のほか

須貝貫二佐藤茂牧野登喜男

地下水の水位の変化温泉の水温や湧出量の変化津波

の襲来(写真1)などの自然還境の変化をももたらした.

これらの諸現象がどうしておこったのかそれがど

の程度の規模のものであるのか新潟市街に生じ｡た高層

建築物の不等沈下や倒壊はいかなる原因によるのか

注どの疑問を追求し解明するために関係のある国立調

査試験研究機関(科学技術庁国立防災科学技術センタ

ｰ運輸省気象庁気象研究所同省海上保安庁水路部

建設省国土地理院同省土木研究所同省建築研究所

通商産業管工業技術院地質調査所農林省農業土木試験

場同省林野庁林業試験場など)や諸大学の地震･地学

関係部門(東京大学地震研究所新潟大学地質学教室

その他諸大学)は新潟地震勃発後それぞれの立場に

拾いてときをうつさず調査研究活動を開始した.

地震がおこった翌17目には国立防災科学技術センタｰ

の和達清夫所長東京大学地震研究所河角広所長はヘ

リコプタｰで新潟市の災害状況を視察のうえ即日帰京し

ただちに座談会を催して専門家の立場から新潟地震

についての所見を述べた.その様子はテレビを通じて

報道されたので読者の多くは記憶していることと思う.

これらの調査試験研究機関や大学などの調査研究の

成果についてはいずれそれぞれの立場から詳しい

報告がなされることであろうがこれまでにわかったお

もな事項はつぎのようである.

①新潟地震の震央(俗に震源地)

東経139.12一北緯38,241の地点すなわち新潟･山形

県境の沖合い約20kmにある日本海の1孤島粟島(新潟県

①津波1こよって上沸紀郷しあげられた漁船

このため下流の濁水が堤防をこえて市制こ浸水した

(村上市岩船町明神橘村上市災害対策本部提供)�



岩船郡粟島浦村)の南東2～3kmの海域にあって震源

までの深さは約40k血である(気象庁による)

②新潟地腰の特徴

振幅が大きく周期は長く水平動が犬である(和達国立

防災科学技術センタｰ所長による)

③災害と地盤の地質条件との関係

両者の関係はきわめて密接で新潟市についても地盤の

地質と物性などの点について十分留意しだから建造物を

構築していた匁らば災害は著しく減少したことであろう

④粟島の隆起

震源地にもっとも近い粟島においてその中央商東海1岸で

約1.4m同北西海岸で約1.Om隆起した.なお同島の

南西海底部にかなりの広がりをもった隆起部が出現し

その南東縁には南東側落ちの断層も生じているもののよ

うである.

第1表地質調査所の予察班の編成および調査地(ルｰト)
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班名�調査員�所属部課･職名�期間�調査地(ルｰト〕�備考

�麦官�也質部���

�左藤茂�図幅第1課憂��東京→白根市金巻�

予察���39.6,17～��

�被官�然科部��→新潟→大形�
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第1班��庶務課�39.6,23��
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予察�史官�燃料部���
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他方粟島の対捧の花筒岩から構成されている陸域渦岸部

は約30cm沈下し西方に向かってゆるく傾動している

(地震研究所森本良平教授による)

I.3.地質調査所の動き一
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地質調査所は新潟地震の勃

発した6月16目の翌17目に課

長ほか技官1名(予察第1班)

をジｰプを駆って一路新潟

市に急行させ同市ならびにそ

の周辺における地盤の変動状況

を調査(予察)させるとともに

同市南西の柏崎1直江津方面の

状況をも調査させた.

他方震央から近距離にあ

って地盤の変動が大きいだろ

うと予想されながら災害状況

の報道が少なく被災状況が詳

かで粗かった新潟市以北の地

域にも6月20日やはり課長

のほか技官1名から放る予察第

2班をジｰプを駆って新発

岡･中条･村上･鶴岡方面に派

遣して災害と密接な関係にあ

る地質資料の入手に努めさせた.

第1班は6月23目に第2班は

同24目にそれぞれ帰京し地質

調査所としてはごく概略では

あるがいちおう新潟地震に

伴って生じた新潟･山形県下

陸域の地盤の変動状況について

資料を入手するとともに災害

と地質条件との関係について

一知見を得ることカミできさらに

今後の調査研究を推進するうえ

に必要な資料を入手することが

できた.�



工[.新潟地震についての

一般的な予備知識

地質調査所の新潟地震予察調査の結果にもとづいて

新潟地震に伴って生じた地盤の変動について述べるまえ

にこれに必要な一般的な予備知識として被災地域

の地質の概要と新聞や雑誌によく使用されている用語

のおもなものについて解説的に述べさらに新潟平野

の第四紀沖積層の地質状況と平野の変せんについて

概略的に述べることにする.

n.1.新潟･山形県下の地質概要

新潟県のほぼ中央を北北東に流下して日本海に注ぐ

わカミ国最大の信濃川とその東側を北流する阿賀野川･

加治川などによって形成された新潟平野は南端に近い

長岡から北端の村上まで延長約110km最大幅員

(新潟一新津一五泉)約30kmの広カミりをもって分布し

ている.その西方には柏崎･高田の両平野があり

北方の山形県下の日本海沿いには鶴岡･酒田を含む庄

内平野が分布している.

新潟･庄内平野の日本海岸には砂丘がよく発達し

とくに信濃川と阿賀野川との間には海岸線に平行在お

よそ7列の砂丘群があり阿賀野川と加治川(分水)と

の聞にも4列の砂丘群カミみられる.

新潟･山形県境と新潟県と福島･灘馬･長野3県と

の県境地域には古生層や花商岩などから構成されてい

る古期岩層が分布し山地帯と平野との間の丘陵地帯に

はそれぞれ新潟･庄内両油目ヨ地帯を形成する新第

三紀層カミ発達している.

新潟油田地帯においては新第三紀層は北北東一南南

西方向の軸をもつ波状の地質構造(多数の背斜と向斜を

含む摺曲構造)がみられ同方向の多数の断層によって

切断されているが全体として日本海に向かって新

しい地層カミ順次重なっている.

庄内浦閏地帯においてはほぼ南北方向の摺曲構造と

これを切断している同方向の断層カミ数条みられる.

このよう在新潟･庄内両油田地帯を支配している構

造とくに断層系は新潟地震の発生とまったく無縁

であるとは考えがたい.震央にもっとも近い粟島は

新潟油田地帯を構成している新第三紀層のうちでも比

較的下部の地層(玄武岩の岩床を含む)からおもに形成

されこれカ茎北酉に向かって傾斜している.

新潟･山形県境の山地は日本海に迫って海食崖を

形成して景勝の地として知られている.主としてそ

の南半部は花開岩北半部は含油新第三紀層の下部の地

層から構成され後者は西方にかなり急角度で傾斜して

いる.佐渡ケ島は新潟油田地帯を構成する新第三紀

のうち下部の地層からできていて北東一南西方向の

摺曲構造を示しおおむね同方向の数条の断層によって

切断されている.

]I.2.新潟地震の大きさ(規模)

わが国では地震があると麗度いくつということが

気象庁から発表される.この震度というのは地面のゆ

れ方の強さを表わすもので人体に感じた程度や構築物

狂どのゆれ方でいくつかの階級にわけられた震度段階が

ある.わカミ国で広く用いられているのは1949年に気

象庁カミ制定した0から8階級の震度段階である.今回

の新潟地震では東北･関東･中部地方各地に震動を感

じたカミ最大震度は新潟･長岡･酒田･只見等カミ震度5

の強震(震度5は壁に割れ目がはいり墓石や石灯ろ

うが倒れたり煙突や石垣などカミ破損する程度)で八

戸津等は震度1の微震(静止している人やとくに地

震に注意深い人にだけ感じる程度)であった.

地震の大きさ(規模)はさきに述べた震度と混

同されやすいカ主これは区別されるべきもので規模カ主

いくら大きくても震源から遠く離れている時はもちろ

第2表地震の震度(中央気象台式)と体に感ずるゆれの程度との関係

�震度の階級�ゆれの程度

O�無感覚地震�地震計に感じても人体には全く感じないもの

1�微震�静止している人や特に地震に注意深い人にのみ感じる

2�軽震�一般の人が感じる程度のもので戸障子がわずかに動く

3�弱震�家屋が動き戸障子か鳴動し電灯のようなつるしたもの1や器内の水面の動くのがわかる

4�中震�家屋の動揺が激しくすわりの悪い器物は倒れ器内の水が溶れ出る

5�強震�壁に割れ目が入ったり墓石石灯寵が倒れたり煙突土蔵も破損する

6�烈震�家屋の倒壊が20%以下で山崩れを生じたり盛り土の道路その他に多少の地空11れを生じる

7�激震�家屋の30%以上が倒壊し山崩れ地割れ断層が生ずる程度以上

第3表わが国

地震名

関東地震

北丹後地震

北伊豆地震

三陸榊地蟹

福島県東方沖地震

錫鹿地震

鳥欺地震

東廠海滋地震

三河地震

南海道地震

福ヲ1=地震

'1'勝沖地震

房毒急亨中±抱震
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ん震度は小さく在り逆に規模が小さくても震央が陸

地に近い場合は震度が大きくなる.この地震規模を表

わすにはv'ろv'ろの方法があるカミ国際的に広く用いら
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れているのはマグニチュｰド(M)ということはで表わ

される規模指数でこれは震源距離100kmにある特定の

地震計(固定周期0.8秒制振度h0.8倍率2,800倍)

に記録された振動の最大振幅をミクロン単位で測定した

値の10を底とした対数値でその地震規模を表わすと約

束したものである.

新潟地震はMが7.7と発表されており今世紀に世界

で起こった最大規模の地震は1960年5月の南米のチリ

沖地震でMカミ8.75である.またわカ溜では関東地震

(1923年9月)柳.9でこの後の最大規模のものは1933

年8月の三陸沖地震でMカミ8.5である.

l1.3.地展帯

さて世界的にみると地球上には地震のおこりやすい

地域と地震カミほとんどおきない安定地域とがあって

地震の鮎'地下の安定した広い地域の周辺部に帯状に地

震の多い地帯が分布している.この地震帯でもっとも

活動の著しいのが太平洋を囲む大陸周辺の環太平洋地

震帯でこれに次ぐのは地中海一トルコｰヒマラヤ山脈

沿いに東西方向に延びる欧亜地震帯である.このほか

大西洋･インド洋筆の海底山脈沿いアフリカ東部ノ'

ワイ諸島も割合いに地震カミ多い.

わカ幅は前述の環太平洋地震帯に属しとくに地震が

多い地帯としてあげられるのは日本列島の太平洋岸の

やや沖に沿って走る外側地震帯とよぱれるもので従来

までの記録では関東一福島県沖一三陸沖一北海道南東

部がもっとも地震発生の多い北震帯で小規模のものは

もちろん多くときどきM8以上の大地震がおきている｡

また東海道一南海道は上記の地帯よりほ多くないカミほ

かに比較して多く小規模のものとともにしぱしぱM

が8内外の大地震がおきている.さらに南西部の日向
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灘付近も小規模のものとともにMが8内外の大地震が

おこっている.この地震帯を外側地震帯と名づ

けているがこれに対して日本海沿岸を走る地震帯を

内側地震帯とよんでおり外側地震帯に比べて地震

数も少なく被害カミ大きくても規模としてはM8以下が

多く被害の大きかったのも震央が陸に近い海底の場

合で局所的被害の場合カミ多かった.これらのほかに内

陸でもたびたび地震がおきている.新潟地震の震源の

深さはさきに述べたように40kmと発表されているが

これは浅発地震(深さ60kmを境に浅発と深発地震

に普通わけられ300km以深¢)ものを超深発地震とよぶ

こともある)に属すもので回数としてはもっとも多

いものである.環太平洋地震帯での浅発地震回数は世

界全体の約80%を占めとくに日本付近でおこる浅発地

震の年平均回数は各M倍ごとの世界全体回数の10%を

占めておって非常に多くこれが地震国日本と

いわれるゆえんである.

今回の新潟地震は内側地震帯としてはまれに規模の

大きいもの(M=7.7)で震央(震源地)は北緯38.4'

度東経139.2度岩船郡沖合い20数kmの海底で陸地に

近くまた新潟市のように新しい地層である第四紀沖積

層が厚く分布する平野部とくに砂丘の縁辺部旧河道

埋立地等は地質条件としてはもっとも悪く軟弱地盤

カミ地震動にゆられ砂泥流動と不等沈下現象をおこして

災害を大きくしている.このような軟弱地盤では震

度も地盤の変動もはるかに大きかったものと思われる.

皿.4.新潟平野の第四紀坤積層の

地質状況と平野の変せんについて

新潟平野第四紀沖積層の地質状況新潟平野

はおもに信濃川阿賀野川の流域に発達した三角洲な

いしは扇状地性の沖積平野である.平野周辺部は新第

三紀層からたる山地と丘陵でさきに言及したように

いわゆる新潟油田ガス国を形成するv'くつかの雁行す

る背斜灘がありその走向は大局的に北北東～南南西で

ある.この新第三紀層はもちろん新潟平野第四紀層

の下位にも伏在しており38年度に地質調査所カミ実施し

た蒲原層序試錐GS-1号(地質ニュｰス115号)では

深度3700皿まで掘さくされ椎谷層(新第三紀層の中一

上部)で掘止めかつ東新潟ガス田の試錐SK-1号で

も深度3000mで椎谷層というように平野の下位には第

四紀層と新第三紀層を合わせて数1000mの地層カ溌達し

ているものと思われる.

新潟市付近については従来数多くの水溶性天然ガス採

取のための坑井が掘さくされか恋ゆ詳しく地質状況が

わかっている.しかし第四紀層と新第三紀層の境につ

いては不明の点が多い.ここではあとでのべるように

一応W層(G5層あるいはP層といわれるガス層で砂礫

層)の下限付近を境とする第四紀層の厚さは新潟東方

松浜で400m新潟市内カミ500～600m内野付近カミもっ

とも厚くて800m程度である.これらの地層は内野地区

を底とする大きな向斜構造を示しかつ松浜で東新潟背

斜を示している.

第四紀層の地質状況は砂･礫･粘土･シノレト･砂質粘

土およびこれらの互層から放り顕著な砂礫層がI層か

らw層まであってこれらの地層が新潟水溶性ガス鉱床

の主要稼行対象となっていた.

第四紀沖積層の厚さは東方で100m西方で240m程度

である(II層を沖積層の基底砂礫層とする).

I層から上位の地層は岩相変化が著しく信頼度の高い

資料も乏しいカミ全般的に砂･粘土･シノレト･砂混り粘

土およびシノレト有機質混り砂および粘土などでか匁

ゆ軟質である.I層と■層の砂礫層は東新潟でI層

の砂礫層となっている.工層～皿層は岩相が著しく変

化するが砂質層が多く互層状を示し炭質物を含む

砂･粘土カミある.炭質物の炭化度は低く草炭質である.

皿層～IV層間は皿層の下位で泥質となりIV～V層

は厚い砂と粘土ないしシルトの互層を示しV層は主と

して厚い砂層で下位に泥質となりVI層の砂礫層と放

る.w層以深はところによって砂礫層が発達する

が全般的には単調なシノレト～砂質シノレト層がつづいて

いる.

今回の地震で被害の大きかった地域についてみると

関屋(塩ノ橋)から信濃川沿いに越後線の鉄橋までの間

をガス井資料によって沖積層の地質状況をみると深度

40～50mまで砂カミ多く有機質粘土･砂質粘土の薄層を

挾有している.また鉄橋付近かもっとも砂が厚い.

深度100m付近までは粘土･砂質粘土等の泥質の地層

がつづきところによって植物片を含む粘土がみられる.

100m以深沖積層基底までは砂襟などの粗粒堆積物が

発達している.I層付近には植物片等を含む有機質粘

土が挾有されている.また信濃川右岸もほぼこれと類

似した岩相を示している.

新潟駅付近については資料が乏しくて不明の点が多

いカ宝駅近くのガス井によれば4～5mまで砂でこ

の下位に凄0㎜程摩の厚さを有する有機質粘土があり深

度40㎜襲でまた砂カミある.それ以深には粘土質の岩相

がつづき深度互20m付近から砂の層が多く狂っており�



沖積層の厚さは約180mである･によると海は村上～新発岡～新津～三条まで湾入し

内野街道付近には浅層調査のための試錐が寺尾にあり南西岸には弥彦山塊が半島として突出しその先端部に

これによると掘り止め深度の30mまで全体的に砂が多い現在の新潟市付近から北西方あるいは北方に砂州がのび

が7～13m間に粘土質のものが多く一部泥炭カミ挾有ていたとされている.この資料ではごく新しい時期ま

されている.で平野の大部分カミ浅い湾で1000年たらずで陸化したこ

新潟には海岸沿いと信濃川沿いに数多くのガス井がとに在る.一しかしこの地図は想像して描かれたもので

掘さくされているカミそれらの対象層がいずれも深部であるとする説カ主あり信濃川阿賀野川の流掃土砂量が

あるためごく浅層部の地質状況については信頼度が薄ら推定しても信頼度は薄いと考えられる.もし上記

いものカξ多く岩相個々の対比はきわめて困難である.の資料が事実とすれば信濃川･阿賀野川の三角州や扇

状地の堆積物の沈積速度はか恋ゆ早かったものと推察さ

平野の変世ん新潟平野はかなり新しい時期にれる.

平地になったもののようでとくに新潟市付近の変せん

は著しかったと思われる.年代を追ってながめると1557～1570年(永禄年代)

1089年(寛治3)すなわち今から875年前の古文書には信濃川左岸は現在の東中通り付近で河口は目利山

の北東にあった.

信濃川左岸汀線の後退は著しく1699年

綴雑嚢燃塞綴織鎧･藁薫嚢董轟磐'蟻/繍綴灘両岸の埋立てがは/ま1･…年(昭和･)

碧灘概地理調査所発行の修正｡万分の1地形図で

第4図信濃川河口付近の変せん図(その1)は白山浦は埋立てられてい狂いのでこれ

凡

粋"一

せきや

ノ

第5図信濃川掴P付近の変せん図(その2)

熟∴,ヂ

0節6年以榊燃述/

昭利6年以峰の人コニむ去

第6図信濃川河口付近の変せん図(その3)

(1911年(明治44年)以降の水陸界の変せん)

〔第456図は昭和34年1月新潟県会議員相原正雄氏の資料による)�
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第7図新潟市付近における砂丘旧河道自然堤防の分布(黒田和男原図を模式化)と新潟地震被災地域(調査地域内のみ)

はごく新しく埋立てられた地域である.1953年(昭和

28)修正の同じ5万分1の地形図と比較してみると湿地

も粗くなり信濃川両岸の埋立ても完成されている.

また黒崎村善久から山目ヨにかけた地域は旧河川道

を埋立てたものでこの埋立ては古老の話では明治中

ごろ(68年前という)に行なわれたとのことである.

以上述べてきたように新潟市付近は信濃川と阿賀野

川が分流･合流をくりかえしその流砂搬送土砂による

埋立てで形成されておりそしてこれらが完成したのは

ごく新しい時期である.

表層地質状況について一言ふれておくと新潟付近は

海岸沿いに海岸砂丘列カミ発達し内陸部にもほぼ海岸線

に並行する数列の砂丘列カミみられる.砂丘聞は潟(ラ

グｰン)の湿地帯であるカミ近年乾田化されたところが

多い.このほか河川はんらん扇状地堆積物自然堤

防旧河川埋立て等で構成されている.

地震に対し地質的に危険視されねばならないのは沖積

層の厚いところすなわち堆積速度カミ早いための軟弱地

盤ま走旧河道の埋立ては新潟のよう荏場合地盤とし

ては最悪の軟弱地盤であろう.また砂丘縁も砂丘およ

び潟という不安定なものの縁ということで'同様に地盤

が悪いところである.

皿新潟地震による地表の変動

さきに述べたように新潟地震によって粟島の東海

岸が約1.4m隆起しているのに対して粟島の対岸の本

土沿岸では約0.3m沈降していることが地震研究所の

調査結果から明らかにされまた粟島の南南東約3km

付近の海底に発見された東側落ちの断層は新潟地震に

よって生じたものであろうといわれている.しかし

新潟地震によって地殻がどのように変形(隆起沈降

断層水平移動など)したか地下水温泉などにど

のような変化を与えたかについては断片的抵情報が入

っているのみで総合的な解明は今後の研究結果を襲た

なければならない.ここではわたくしたちが地震直

後の数目間現地を調査したときに観察するこ1とので書

た地表の変動について述べることにする.

新潟地震による地表の変動は第三紀層およびいろい

ろの火成岩分布地域すなわち山地に生じたものと錦

西紀層表層部すなわち平野部に生じ色ものとに大別す

ることができよう.

皿.1.山地に生じ恕地盤変動

新潟地震に伴って{地に生じた地盤変動はおもに�



②新潟県岩船郡

1止!北村勝水付近

羽越線の小銭橘

の破損

新潟1山形

県境(村上

一鶴岡間)

の海岸沿い

の山地に発

生している.

このことは

この山地が

震央にもっ

とも近いこ

とから当然考えられることであろう.

この山地に発生した災害のうちでもっとも著しいも

のは鉄道線(羽越線)関係のものである.羽越線は

山形県の三瀬駅から新潟県の村上駅までほとんど平

地のないところを海岸沿いに走っているためこれま

でも豪雨のさいなどにはしぱしぱ山崩れや崖崩れがお

こっているがこのたびの大地震のさいも諸所(三瀬

駅付近温海駅付近鼠ヶ関駅付近勝木駅付近)に

崖崩れや鉄道路床の沈下および隆起鉄道線路の歪曲

騰道内のコンクリｰト壁の亀裂鉄橋の破損(写真2)

恋との被害がみられる.

これらの鉄道関係の災害のうちでもっとも被害の大

きかったのは.新潟県の北端に近い勝木駅北方約300m

の八幡山隆道北口東側の崖崩れ(写真3)である.こ

の崖を構成

している地

層は庄内

油田地帯の

新第三紀層

下部の泥岩

層(細粒砂

岩の薄層を

挾有)で

日本海

若干凝灰質をおび西方の日本海に向かって15｡内外

のゆるい角度で傾斜している.6月16目の激震と同時

にこの崖の泥岩中に鉄道線路にほぼ平行な2～3条

の亀裂が生じ雨水や地下水のために泥岩がかなり粘

土化しこれが目が経つにっれてしだいにじわじわ

と崩れ落ちて路床を埋没し同月の19目10時まで羽越

線の全通をはばんだ.この個所は過去にも崖崩れを

おこしたことカ…あり地盤のわるい個所の1つに数えら

れているところである.他方県境に近い府屋部落に

おいても舗装した道路上に局部曲祖がら亀裂(海岸

線にほぼ平行)を生じたほか道路東側の人家のたかに

は背後の崖崩れによって半ば埋もれたものがある

この崖は下半部が新第三紀層の最下部に近い安山岩質

の集塊岩層でその上にさらさらしたごく新しい時

代の砂層がのっている.崩落したのはこの砂層で激

震とほとんど同時に岩盤との境界面に沿ってずるず

ると崩れ落ちたものである.このほか村上市街の郊

外にも数個所に崖崩れを生じている(写真4).

以上のほかこのたぴの大地震によって生じたとみら

れる生々しい崖崩れの痕カミ諸所に露呈しているのが

ジｰプ上から展望されたが大規模な地すべりや山崩れ

は生じていないもののようである.

村上市郊外の有名な瀬波温泉については激震によっ

て温泉カミでなくなったらしいとの情報カミあり現地

を調査した6月22目には温泉はたしかにとまっていた

がミれは激震によって地上の施設が若干破損したた

めで2～3目中には修理して復旧可能とのことであ

った.山形県下の温海･湯野浜･湯田川3温泉につ

いてはとくに泉況に変化を生じたという情報は狂い.

しかしながらこれらの温泉について詳しく調査すればお

そらくなんらかの変化が生じてv'るものと推測される.

皿.2.平野部に生じた地盤変動

新潟市およびその周辺の地域ξより震央に近い村上

市鶴岡市およびそれらの周辺地域とでは被害状況に

多少の違いカミある.新潟市付近では鉄筋の建築物の

ようだ重い建造物律一様でない沈下(不等沈下)によっ

て傾いたり倒れたものカミ多く木造家屋のようだ軽い建

造物は局部的な隆起沈降および表層部の押し岬しに

羽越線勝木駅北側

八幡山隠遣則5生じた崖崩れ見取図

(魔遭口北より北方を望む)

砂丘

＼.

ヤ房綴/

＼

f地層の傾斜面

羽越線

写真③の地点

③地質が軟弱なため震動によって大量の泥岩(新第三紀岩船層)が崩れ線路を埋めた

なお崩れた崖(右側)の地層の走向はN55個でNW(線路側)に15｡傾斜している�



一9目

よって波上の小舟のようにほんろうされたり地割れ

や砂泥の噴出によって破壊されたものが目立つ.し

かし地震そのものの振動や衝撃によって破壊された

と思われるものは見うけられない.また被災地とそ

うでない地域カミ明瞭に区別されていることを考え合わせ

ると新潟市付近の被害は地盤の地質条件によって左

右されたといっても過言ではないであろう.

したカ室って同一地質条件のもとでは建物の地震に対

する強さは地上の部分の建物の大小や新旧にはほとん

④崖崩れ(村上布瀬波地区大宰滝の飾村上前災害対策本部提供)

てい扱い｡

薮た平野部でも

砂丘の縁辺部とか最

⑧西蒲原郡黒臓村喜久旧僧濃川鮒㌔吾こ降るく波渕こうねった局部枕降隆

起3軒の家は波醐こ順応して傾斜している多くの南北性地割卯を伴

う手前に白く見えるのほ噴出した砂

⑤越後線誇篤鰍剛瞭約籔剛棚臓道教側海嬢砂途緩迦鰍遡ン歩クｰト遠

路面のド…ゑ獣燭部隆起疑経絢郷鰍商慈約婁鰍)

嚢榊些

⑦新潟燦就繍原瀞岬剃珀1名部藩付〕笈

広灘鰯1ζ派1舶榔漫した

③新潟駅前ホテル新潟の枕下と刊も1こ伴う浄化槽の浮き上がり(三､8跳)

ホテルは1～1.5㎜沈下しているが肉眼的にはほとんど傾斜していない

破壊されたへいの内側の庭園はほとんど変動を受けていない�
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⑩通嬢籍地鍛沈下鰯測辞の敏は上あり(約燃鰍x新潟帝大形)

⑩浮き五カ㌧液滴鱒鉾(村お1汕遡盟村上帝焚霧対策漆灘緩鋲)

⑱新潟燦庁分離寧)搬1す､ヒ紙11

⑬新潟市白山駅南東方信濃川北津煙盆地

河道に平行して発達した地割れ群道路面が河道に向かって傾

斜すると剛寺に押し出された(第38図参照)

近(おそらく数100年前以後)堆積した地区を除く部分

では一般に被害カミ少たいようである.

被害のはなはだしい地域を地形的にみると次の3つ

の型に大別される

①海岸砂丘と平野部との境界付近

②旧河道およびその沼岸部(現河道の沼岸部を含む)

⑨埋立地

並.2.a地表に現わ机た穣磯の地質現象

上記の被害地に共通に認められる現象としては局部

的沈降隆起地割れ地下水砂泥の噴出押し出しな

どカミあげられる串

燭部的沈降鰹趣個冷の沈降や隆起の規模は幅

数腕から数10鰍程度のもの秘多く高低差は数㎜以下

であるが(写真い6)北蒲原郡串条町では相当広範囲

の沈降も認められる(写真7)｡平坦地や砂丘縁辺部の緩

傾斜地では緩く波状をなし木造家屋が波砂ζ順応して

傾き異様な光景を呈することが齢る(写真8)｡塞杷

ビルディングや盛土などの重い構築物は一般に著しく沈

下しその周辺部には地盤の隆起や軽い構築物の浮

き上カミりを伴うことがある(写真裏)｡

井戸枠杭㌢ンホｰル基礎の深い建築物観測井

桂どは周囲の地表が沈下するために党かは上抜げ上

がったよう抵状態に狂っているζ&がある､

この場合にはそれぞれの最深部と地表おの間の地層

が地下水や砂泥の噴書出し地層それ自体の圧縮ぽよ

って全体&して抜け上秘った分だけ圧縮していること

すなわち圧密を生じていることが明らかである｡夜

とえば内野町誇屍南西方坂井輪帯学付近の県道南側で

はコンクリｰト杭(深害が明らかで扱いが数触以下)が

約15cm通産省沼垂地区地盤沈下観測井(深度約564m)

では17c㎜同大形地区地盤沈下観測井2本(深度約522

湖と約凄3帥)ではいずれも約3⑪c独ユ(写真エ0)村上布

山辺里では消防井が約五Oc㎜(写劇五)それぞれ抜け上淋

っている｡窯た県庁分館では部分的である淋数狐

搬げ上淋っていることは注目される(写真吻｡

地割枇(亀裂)新潟市街地およびその周辺地域で

は地割れ淋箸しく発達している､&くぼ万代橋一帯府

橋間の信濃川ぞいおよび熟騎村山蘭書久付近の旧信濃

川ぞいに顕藷であり(写真工3)舗装遺路高層鐘難

物の周辺部盛土中その周辺部などぽも所1はりよく

蒐られる(写真正凄).一般に遺絡旧河道捌目河道

の沿樟部砂狂の縁辺部ではこれらに平行液方向の地�
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割れが優勢でこれにほぽ直負をなすものも見られる.

沈下した重い建造物のまわりには建造物の輪郭にほ

ぼ平行た地割れを生じている.たとえば新潟総合グ

ラゥ1■ドの観覧席は沈下し傾斜しているカミその内側に

は円形の地割れが生じている.地割れの方向性と地

割れの震央に対する方位との関係については明らかに

することができ枚かったか新潟市付近では全体とし

て北東一南西ないし東西方向つまり海岸線や海岸砂丘

の方向に平行狂ものカミもっとも優勢でありこれにほぽ

直角をなすものも多い.とくに黒崎村の旧信濃川に沿

う北北酉一南南東方向の地割れ灘は注目される.地割

れの幅は一般には数10cm以下であるが黒崎村善久

では1～3mのものが普通に認められ部落の人の話では

幅5mに達するものもあるという.個々の地割れの長

さは一般には数mから数10mであるがたカミいに不規

則に雁行する数条ないし10数条が群をなしさらに黒

崎村の旧信濃河道で見られるように地割れ群カミ集合し

て地割れ帯をつくっているところもある.地割れの落

差は20cm以下のものカ茎多いが昭和橋や大野大橋のた

もとの盛土の部分では60cmから70cmに達するものも

ある(写真15)､低地の地割れからはよく砂泥を噴出し

て粘り幅の広いものは砂泥でみたされている(写真鍋)

地下水砂泥⑳噴醐この現象は新潟地驚の特徴的な

ものの五つである｡新潟市およびその周迦の被害地で

は市街といわず田畑といわずいたるところで地下水

とともに多量の綱～串粒砂却と書に泥の噴出赫あった｡

高層建築物や盛土などのよう溶璽い建造物の周辺部

砂血縁辺部の平地ではとく紀藷しい吉婁淀囲畑やグラ

ウンドなどの低地力裏やや広域にわたって沈下している

ところでは沈下区域全体にわたって砂泥の噴出が認

められる.噴出孔は円型で一般に線状に配列し大

きいものは径30c伽程度に達し厚さ数10c㎜以下の細粒

砂をときに泥を混えて堆積している(写真17).

また噴出孔が地割れにそって連続しているものもあ

る(写真18).

押し出し上記の局部的沈降隆起地割れあるい

は砂泥の噴出の激しいところでは表層部が河や旧河道

あるいは斜面にそって移動することカミある､移動貴は

多いところで数m以下である｡黒崎村善久付近では

顕著な沈降(3狐前後)を伴って国道や信濃川の堤防

を中ノロ川手こ向かって2～3㎝押し出している(写真鍋)

また内野町寺尾の北東方約以㎝付近では砂丘南東斜

面に南側落ち50c㎝前後の小断層を多数生じ多量の砂

を南東方に押し出している(写真20121)､

幅約35m沈下50cm

N50℃の方向(北蒲原郡中条囲]桃崎)

⑱地割紋(新潟爆白擬市大蝿橘禽搬領ゆ櫨踏破損)(濤鳥一興擬雛)�
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皿.2.b被害はどのような地質状態⑳とこ

ろ鷲ど⑳ぷ脅にして生じ恕⑳噌錫る事か

以上述べ花ような沖積層表層部に認められるいろい

ろの現象が生ずるための条件紀は振動の性質(振煽

周期継続時間水平か簸直か恋と)のほかに地盤の

地質的条件として次の4っ淋推定密れる吉

i)自由地下水弼が地表下浅所紀勅為ごと

ii)水で飽靭され撮動を努克ると流動状態となって著し

く支持カを滅ずるよう汰砂層(なキわゆる流砂)や鴻層(い

わゆる流派)が地表下浅所はしかも禽絢地下水繭下ぽ

伏在していること

iii)自然堆積にしても埋立てにしてもきわめて新しい地

層であること.おそらくii)の条件についても埋積し

てからの時間すなわち堆積物や埋立地の俗にいうrし

まり｣カミ流砂あるいは流派現象を呈しやすいかどうか

に大きな影響を与えているように思われる

iY)上記のような軟弱な地盤の上に砂丘のような塊状を

なす堆積物や盛土あるいはビルディングなどの重量物

が木安定な状態で乗っていること

次にさきにあげた被災地の3つの型についてどの

ようにして被害カミ生じたかを観察事項から少し考え

てみることにする.

海岸砂丘と平野部との境界付近

新潟市南西方の内野町上坂井付近から北東方の新潟

市寺尾一青山一関屋一東中通り北側にかけてはこの型

の被害が帯状にほとんど全域にわたって発生している

(写真5.20～23).信濃川以北でも北蒲原郡中条町

大出付近や岩船郡神林村塩谷付近などに同型の根害

カ茎各所でおきている(写真6.1名24～27).また新

潟市競馬場南西方や大形付近などのように海岸砂丘内

の低地にも自由地下水面カま地表下浅所にあると思われ

るところでは被害を生Pて〉･る.

第8図はこの型の被災地の模式断面図で寺尾付近を

鯉

⑲新潟市総合グラウンド信濃川沿津付近然夢ンぎ熔卒響枕下し山脇ζ

内側に傾斜している手前の噴砂孔は醐鰯方剛ζ緑とんぎ連絡して

いる左側のスタンドの前にスタンド紀平行な弧状のま地割れ秘屍灸る

この噴砂孔から噴き出した地下水および砂は約§眈搬⑳病謹書む鐘し地

震後約15分間続いたという

⑲西蒲猟郡.黒崎村欝久新潟鉄道越後

大野駅の北方約500m旧信濃川河道

国道18号線が少なくとも3固沈下し中ノ印11に向かって押し出さ

れている

⑳越後線脅麗鰍顯北簾労絢籔蜘湾灘衛滋貌側海藻秒狂

南縁部押し出し省数の階穀状麟殿至段秘馳｡㎜前後)に

よって道路側に押し出している一種の地すべり

⑳左と同じ場所砂の押し出しと一道=路二面の局部

隆起(写真20)に示した押し出しの末端部左の小山が地震前の

道路面で局部的に約3m隆起している右が押し出された砂で

木の根ポ持ち上げられているのが見える地震後切り開いて臨

時の道路としている�
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通る南北方向の断面図を概念化して示したものである

海岸砂丘の下位に泥質層カミあるかどうかはまだ明らか

で鮎･カミいずれにしても自由地下水面は平野部より

幾分上昇しており地下水面下の砂層カ漉震の振動によ

って流動しやすい状態つまり流砂状になったことは容

易に想像できる.したカミって振動によって流砂層に

かけられた砂丘の圧力は流砂層が地表に近接する砂丘

の縁辺部で開放されるためにその部分に地下水や砂泥

の噴出局部的隆起沈降地割れあるいは押し出しなど

種々の変動を生ずるものと思われる.一般に内野町

から白山付近にかけて県道の北側では南東への押し

出しや波状をなす局部的睦起沈降カミ著しい(写真22).

旧河道およびその沿岸部(現河道の沿岸部を含む)

第7図において河道堆積物および旧河道内にある低

湿地として示されているもののうちとくに新しい堆積

物(第7図の新潟市街では新しい河道堆積物として図

⑱内野街道越後線寺尾駅の南四方約800m海樟砂丘南縁

部倒壊土蔵地震とともに砂の地鑑が約80c㎜盛り

上がり波打ちながら傾き沈んだという

示してある)の部分における被害が大きい.新潟市街

は砂丘古町西堀町一帯沼垂の一部を除v･ではそ

の大部分が過去約300年以降に信濃川および旧阿賀野

川の堆積物で埋められている.これらのほかに現在

の通船川に沿う旧阿賀野川沿い黒崎村山田善久付近

を通る旧信濃川沿いの区域が新しい河道堆積物に属す

るとくに後者は約70年前まで信濃川が流れていたとい

う.第9図はこの型の被災地の模式断面図で黒崎村

の旧信濃川付近の横断面図を著しく概念化して示した

ものである.この図を中心に黒崎村の旧信濃川沿いの

地表の変動について少し説明を加える.第9図の破

線で示したような地形および地質状態のところに強い

振動が与えられると旧河道内の堆積物よりややしまり

かつその面(同ヨ面)より1～2m高い旧河道沿岸部の堆

積層(おもに畑地や宅地)では地下水で飽和されている

地表下浅所の砂層や泥層が流動状態となるものと推定さ

れる.このため旧河道沿岸部は全体としてきわめ

鱈越後線脅麗駅の北東方約五.8km砂の押し出しに

伴う局部隆起で約2㎜持ち上げられた家(友)と倒

壊家屋(右)後方が海津砂丘

⑱地震発塗遵後溌氷秘地翻虹から潰繊

地割れは校舎の隊γにも生じている

(新潟帰北蒲原郡中条町大出小学校偉庭)

⑳漸簗したばかi)該)大出小学校の校舎は使用

不能なまでに破損している�
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局部沈降隆起

北西家屋の倒壊南東

地割れ

灘篭籔蕊竿1出合灘灘瀧警燃

､二､フ･一㌧“娑黙簸∴勲絃蝉

て軟弱な堆積からなる旧河道に向

かって押し出すと同時に沈降

地割れあるいは砂泥や地下水の東

噴出だとの変動を生じ家屋や畑

地に大きな被害を与えるものと推I日

蕎

定される.したカミって被害は旦

旧河道に近いほど大きく旧河道

乳層→

の沿岸から数10m狂V'し数100m(泥榊ど)

離れた自然堤防のところでは地

表の変動はほとんど認められない.

旧河道内では田面や畑地は波状

に緩く起伏し(写真8)峯の部分では水カミ枯れ谷の部

分では数エ｡鰯水没しているヰまた旧河道内では田面

より0､δ～五獅高い畑地さらにそれより0.5～王測高

い新潟鉄道の盛土はいずれも地震後には胴面とほぼ岡

一面ねなら窓れレｰルは蛇のように曲りくねっている､

これらの畑地や盛土は振動はって沈下すると同時に

田地内に押し出して広淋り異様な光撮を呈している

(写真鯛).

地下水や砂泥の噴出は旧河道内沿岸部を問わず著し

い.地割れは沿津部のものがきわめて大きくその幅

は約5mぽ達し家屋に甚大匁損害を身えている(写真

16･29･30).これに対して旧河道内ではむしろ圧縮

的傾向にあり水平ずれ(55cm以下)が目立つ(写真

31)のは旧河道の両岸郊からの押し出しの影響による

幽裂

旧河道への押し出し

流下

地下水･砂泥･泥農質植物片の吸出■

1不｢｢1曇

1艘ユ.ぺ職田地雛砂1櫛享_

州無一雨

⑳神社の鳥居が傾いている(新潟県岩船郡神林村塩谷部落)

帯水團

擾馴:よrて

涜醐渕:なる

'国舳さむ

旧信濃川

襲土t鉄道)･姻地1ま囲地!ほとんど同一平薗をなすところが多い

顯地の面は煙く波うつ{局部的な鰻塵･汝降)級裂

のかも知れ狂い.また囲面には振動によって浮き上

がったを思われる樹幹や泥炭擁が点次と見うけられる

のは興瞭深い.

黒崎村善久部落で幅3撒と2｡如の2条の地割れで

倒壊し危旧河道ぎわの家の主人は地震の様子を次のよ

うに語ってくれた.地震は約δ分聞続き揺れが始ま

ってから1.5～2分たって地面が割れると同時に多量

の地下水と砂とが噴き出しこれは振動が終ってからも

凄～3分続き水は腰の深さにまで扱った(この出水は

おそらく旧河道沿岸部の畑地から噴き出した水炉煩河

道に流れ出したためと思われる)地割れの幅は地震直

後は2mであったカ三その後も徐冷に幅を広げ約40時

間後に3mに狂って活動はほとんど停止したという.

またある被災家屋の主人は地震後5療臥6月20買)

⑳民家の内部外見は無被害のように見える家屋も一歩内部に入れば破損がはな

はだしい床下に地割れ(小断層)カミ生じている(塩谷部落)�
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に復旧工事をしたがなお沈下を続け地盤が安定しな

いという.さらに地震最中に岡面を観察したある青

年は田面カミ70～80cmの振幅で緩く波打ったと語っ

ていた.このことは現在田面の起伏の高低差カ主目

測で50～100cmぐらいあることからもうなずかれる.

西蒲原郡黒崎村と白根市との境界の大野大橋付近の中

ノロ川南岸や新潟市街地の信濃川沿岸でも前記旧河

道沿岸部と類似の変動が認められる(写真18).とくに

大野大橋の南のたもと(写真15･17･32)や昭和橋の

北のたもとのような盛土は地割れで完全に破壊されて

いる(写真33～35).

埋立地

埋立地としては新潟市街繭部の関麓南方から川捧町

白山の鉄橋にかけての信濃川爾榛区域と新潟駅前とが

最近のものであり万代橋以北の信濃川東津ぽもより

翻薫僧渕;㈱遺越後鉄道線線絡は曲折箸い『鉄道踏灘は

濁爾から⑪,§～至鰍彰憎淀麦いうが地驚穣1ま堺簸化さ扱

仙喝(翻驚燦預蒲原瓢驚臓榊j旧付遼)

⑳地割れにより破壊され液隷

⑳旧信濃川河道内鵠騒あぜ道のずれ

時計方向にずれる白く見える口)

は三はぼ南北方向の地割れにそって

噴出した細砂(旧信濃川河道内)

⑳濁譲蟹碧)内親床が光砂により持ち上げられている

⑳新潮尉酉三浦蝋郡燃締村

大野橘の地割れ

例澄弘フ(肯1三�
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帯水層{フη/

(振動によって

流動状となる用

をはさむ)

卿

｡7

■歩道1

地下氷･砂泥'

の噴出

･舳4､燃}...

､イ率■道､ソ歩遠

地震前の地表

一ノ地表

涯常の状態

⑧昭禰繍付魅

昭和橘商四)紅もとゆ地割れ幸こよ

って擁駿秘鰯いでい義逐の康

方の帥｣J小勢糠のプｰルも繊嬢

されている(防衛庁鑓.6.17撮影)

地表

地下水面

椰ク地下水面

第10図

ビルディングの

沈下に伴う地表

の変動の状態を

模式的に示す

縛椛γ蔽姥じている

余

鰯昭税橘繍次もと餌)

藻鱗り鱈濃川枕

灘判上1小学校

(左)のプｰルのヘ

イは破壊され道路

にほ顕著校地割れ

を1･生じている⑳参照

働鰹艦線臼脳蹴鰍欄閥妙嬢橘

鑑ぷ.の崩航(看壌か両側;こひ

簑いて窮畿1こ鱗擬している)

⑳新潟布州樺熔繕機州北瀞瑠宮地県営アバ川トの横倒しおよ

び傾斜ζの一群ば8棟からなるが多かれ少なかれ全部傾斜している�
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⑳白山駅南東方信濃川北岸(新潟市川岸町)(防衛庁3967撮影)

⑳白;｣1釈南方信濃川

北津摺立地の不等

沈下左下の浄化

槽が逆に浮き上が

っている

⑳ガス輸送管の破損(新潟県刺づ二狗砦総附村上嚇災密勅簾漆部提供)

嚢菱

村上市災害対策木部擬.供)

⑳新潟駅付近の建物の液下黒い線は噴出

した砂で埋められた地割れ建物の黒い線

戴で'時浸水した

⑧石垣の水平ずれ鶴岡市湯野浜

(鶴岡市災害対策本部擬燐)�
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篇ゑ表新潟地震予察災譲地概況

岩船郡神林村

塩亨芋

古い埋立地がある.信濃川沿岸の埋立地は人工的に

作られた新しい堆積層で第9図の旧河道沿岸部の被災

地と類似の変動を受けているものと見なされる.地盤

は自然堆積層よりむしろ悪い条件熔あるとも考えられ

地割れ地下水や砂泥の噴出河道への押し出し建物

の沈下が著しい(写真!器1錫～搬)由一方新潟駅前の糧

立地はむしる策蔓関の旧河道内堆積物を埋立て砂で

置書か克液状態に似て潟ゆ旧河道内堆積層上に重い

'w地質調査所命後⑳

調査研究の方針出内容(繋)

新潟地驚については窓慧ぽ述べたよう紀多くの園･

主調査試験研究機関や大学など1はってそれぞれの立

場で予察的な調査研究をいち軸う実施し花淋いず

れ早急に詳しい本格的な調査研究を推進するものとみな

匁為わ危くし花ち秘予察的調査を行なった災害と

表層の変化状況との関係を表示すると錦4表のよう

で駈る昔

ζとによって

ひ書おこされ花ものが大部分であろうと�



推測した.さらにことぱをかえて述べれば地表の条

件がたがいにきわめてよく似ている個所でも地盤の変

動(主として沈下)の生じているところと生じていな

いところとがあるカミこの違いを生じた原因は地下に

流動化しやすい地層カミ存在しているかどうかというこ

とではないだろうか.

このよう荏考えのもとに新潟地震というものをみた

場合地質調査所としては上に述べた推論カミ正しいか

どうかをまず確かめなければならない.さらに流動

化しやすい地層が地表からどれほどの深さにどれだ

けの厚さをもってどれほどの範囲に分布しているか

流動化しやすい地層の上下にはどのような性質の地層

がどのように発達しているかといった事項についてじ

ゅうぶん調査しなければならない.このようにして

地表下における軟弱地層(流動化しやすい)の分布状況

をよく解明しておくことはとりあえず新潟市街の

復旧に大いに役立つものと信ずる.すなわち新潟市

街およびその周辺についていえば地表下の地質状況を

できるだけ正しく知ったうえでその土地の利用面を検

討しその措置を講ずることカミ肝要と思われる.地下

の地質条件を軽視して都市の発展･拡大を強行した点

を反省し今後の新産業都市の建設にもこの苦い体験

を役立たせ荏ければ在らない.このことはひとり新

潟市に限ったことではない.

前章で述べたように新潟市およびその周辺には新

潟地震に伴って平野部に生じた地盤変動のあらゆる型

がみられるので地質調査所としてはとりあえずこ

の地域を調査研究の主対象とするのが妥当と思われる.

他方新潟地震とv'うものも裏目本の油田地帯を支

配している地質構造とくに断層系とはまったく無縁

であるとは思えないということを第u章で言及した

カ基地質調査所としては新潟地震と油固地帯の地質

構造との関係を巨視的な見地に立って考究する必要

カミある.とくに現在もなお活動をつづけている断層

や傾動している地塊カミあるならばこれらについても.

他の関係研究機関(たとえば地震研究所だと)と密接

放連絡をとって詳しい調査研究を行なう必要があろう.

また大地震に伴って深層部の地下水や温泉にも変

化を生ずるのが普通であり地すべりや崖崩れ山崩

れ断層亀裂などが生ずることもよく知られてい

る.地質調査所としてはこれらのこともじゅうぶん

調査して新潟地震による地殻の変動を解析するための

資料を入手することに努めるべきであろう.

新潟地震の勃発を契機として地殻または地盤の変動

ということを調査研究の対象としている各国立調査

試験研究機関は国立防災科学技術センタｰが中心とな

って新潟地慶防災総合研究なるテｰマをとり

あげた.目下防災センタｰが鋭意その実現に努力し

ているので実施の目も間近いことであろう.

地質調査所としてもこの総合研究の一翼を分担する

立場にあるか上に述べたような方針のもとにっぎに

あげるようなテｰマについて調査研究を推進して当

所としての責務を果たすつもりである.

新潟地麗防災総合研究の一環として地質調査所が

行なう調査研究項目(案)

A平野部における調査研究

1)航空写真による地質学的研究(主として新潟而および

その周辺)

2)浅層部の地質調査研究(同上)

3)試錐(深度ユ00m内外)による沖積層の調査研究

(新潟市およびその周辺)

4)電気探査による沖積層の調査研究(同上)

5)浅層地下水の調査研究(新潟市･長岡市･高田市･

中条町およびそれぞれの周辺地域佐渡郡国府川流域

の平地)

6)深層地下水の調査研究(新潟市およびその周辺)

7)流動fヒしやすい堆積物の堆積学的研究(同上)

8)既設の地盤沈下観測井による地盤変動に関する調査研

究(新潟市)

9)重力探査による深部地下構造に関する調査研究

(信濃川一加治川間)

遇丘陵および山地における調査研究

1)航空写真による地質学的研究(新潟県･山形県)

2)温泉の泉況変化に関する調査研究(湯野浜･湯田川･

温海･瀬波･月岡･村杉･新津･六局町)

3)地質構造および裂か(亀裂)に関する調査研究(同上)

4)地すべり山崩れ崖崩れ等に関する調査研究(同上)

C海域における調査研究

音波探査による海域における地盤の変動に関する調

査研究(粟島周辺海域)

⑪総括的調査研究

地質調査所以外の調査研究によって得られた資料をも

とりいれて地質調査所としての立場においてA

BCの各成果を総括する(新潟県･山形県)

以上の調査研究テｰマについてはその緊急性を考慮

してV'ちおう本年度(昭和39年度)内に一通り実

施してそれぞれの結果をだすように鋭意努力するこ

とはいうまでもない.しかしながらそれらの多くは

2～3年の歳月を費やして本格的に調査研究すること

によってはじめてよい成果をあげ得る性質のものなの

で地質調査所としてはそれらについて39年度にひき

っづいて調査研究を実施する必要がある.

(筆者は石炭課長図幅1課長石油課)�


